
 県情報サービス産業協会平成１4年度通常総

会が４月２４日午後２時から、大分市内ソフト

パークの大分第二ソフイアプラザビル２階で

開催された。司会は後藤与一事務局長。 

 郷司潔会長が先ず挨拶し、「いま一番求め

られているのは中小企業の情報化で、その時

に最も重要なことは我々自身がどんな社会を

創り出したいのかということです。最近で

は、大分県をはじめ各自治体、県内の各大学

や研究機関、ハイパー研や産業創造機構、経

済団体などが一斉に情報化の取り組みを強化

拡大しております。各機関との連携を一層密

にして、地域の情報化に取り組んでいきた

い」と述べた。 

 つづいて、来賓の深田秀生大分県商工労働

観光部次長から祝辞を受けた。 

 議事に入り、平成１３年度の活動実績報告、

収支決算承認に続いて、平成１４年度の協会活

動方針、各委員会の事業計画、収支予算など

を議決した。最後に、会員会社の人事異動に

よる協会役員の辞任に伴う役員改選が行われ

た。辞任されたのは大場善次郎副会長、後藤

英治、土居勝英両監事で、後任として、理事

に渡邊俊治氏（新日鉄ソリューションズ㈱）、監事

には、臼杵敏雄氏(システムエイジ㈱)、阿南

光洋氏（三井造船システム技研㈱）の両氏が

選任された。総会後、(財)大分県総合雇用推

進協会より「人材高度化支援事業」について

の説明を受け、続いて大分大学教授古城和敬

氏の「職場の人間関係再考－ピグマリオン効

果が示唆するもの」と題した記念講演が催さ

れた。 

 そのあと恒例の懇親パーティがあり、秋月睦

男顧問（大分県工業団体運合会会長）の乾杯

に始まり、１時間余にわたる和やかな歓談の

後、宇津宮孝一顧問（大分大学副学長）の万

歳三唱で閉会した。  
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１．事業方針 
  協会活動の内外へのＰＲ、リクルート情 
 報活動等を主体にした事業を展開し、当協 
 会全体の活性化を図る。 
２．事業計画 
 (1) 協会報の発行 
  ●年間３回を原則として、協会活動およ 
   び情報等の発信を行う。 
  ●会員募集のＰＲを協会ニュースで積極 
   的に行う。 
 (2) 部外広報 
  ●協会のＰＲを目的として、報道機関等 
   への情報提供に努める。 
  ●ＯＩＳＡニュースをホームページに掲載 
   する。 
 (3) リクルート情報活動(新卒採用対策、 
  Ｕターン対策) 
  ●行政機関等へ協会ニュースの配布依頼 
   を行う。 
  ●必要に応じて、協会報を利用した会員 
   企業の紹介等を行う。 
 (4) 新たなる紙面企画 
   人材高度化支援事業の内容の広報 
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平成１４年度平成１４年度  協会活動方針協会活動方針  
１．関係機関及び関連団体との交流を深めるとともに、行政のＩＴ諸施策への貢献をめざす。 

２．委員会活動の充実をはかり、高度情報化社会に対応する魅力ある事業を推進する。 

３．会員相互の情報交換と啓発活動を推進する。 

総務委員会総務委員会総務委員会   
委 員 長 野尻  健 
  (大分中央電算㈱部長) 

副委員長 宮本 直記 
  （メルハンコンピュータ 

   システム㈱取締役） 

事 務 局 上杉 勝 
  (九州東芝エンジニアリング㈱部長) 

企画委員会企画委員会企画委員会   
委 員 長 佐藤 誠樹 
  (㈱エイビス取締役部長) 

副委員長 山村 耕造 
  (太平工業㈱マネジャー) 

事 務 局 上杉 浩司 
  (大分交通㈱次長) 

イベント委員会イベント委員会イベント委員会   
委 員 長 築城 敏治 
  (㈲築城ソフト研究所 

   代表取締役社長） 

副委員長 中川 雅裕 
  (㈱スリーエイ・システム次長) 

事 務 局 森崎 雄二 
  (ゴードービジネスマシン㈱部長) 

研修委員会研修委員会研修委員会   
委 員 長 首藤  勇 
  (コンピュータエンジニアリン 

   グ㈱大分営業所取締役部長) 

副委員長 丸井  彰 
  (鶴崎海陸運輸㈱部長) 

事 務 局 山下 哲雄 
  (新日鉄ソリューションズ㈱部長) 

技術委員会技術委員会技術委員会   
委 員 長 定松  亨 
 (大分シーイーシー㈱ 
     常務取締役） 

副委員長 阿南 光洋 
 (三井造船システム技 
  研㈱大分事務所長) 

副委員長 佐藤 清孝 
 (㈱ウィルウェイ代表取締役) 

事 務 局 伊達 愼二 
 (㈱富士通大分ソフトウェアラボラトリ課長) 

広報委員会広報委員会広報委員会   
委 員 長 筒井 健嗣 
  (ＫＣＳ大分情報専門学校校長) 

副委員長 島田 啓志 
   (㈱インテック大分センター所長) 

事 務 局 吉本 安宏 
  (大銀コンピュータサービス㈱会長) 

ＯＩＳＡ News 

１．事業方針 

 (1) 協会の事業力強化と活性化を図るため 

  の諸施策を推進する。 

 (2) 会員相互の交流と親睦を図るための諸 

  施策を推進する。 

２．事業計画 

 (1) 次の協会定例行事の企画・開催 

  ●４月 通常総会・講演会 

  ●９月 ボウリング大会 

  ●l1月 親睦ゴルフ大会 

  ●１月 新年会・講演会 

 (2) 行政、情報産業団体との交流 

    ●協会行事を通して、行政の政策担当者 

      等との接触、交流を行う。 

    ●他県の情報サービス協会の事業活動を 

      収集し、参考にする。 

  (3) 会員拡大 

      協会の体力強化のため、会員の協力を 

    得て会員拡大を図る。 

１．事業方針 

  平成１４年度の協会活動方針に沿い、委員 

 会活動の充実と強化及び会員相互の理解と 

 協力をより一層深める事を目的とした委員 

 会活動を展開する。 

２．事業計画 

 (1) 先進地域ならびに先進企業への視察研 

  修の企画実行。 

 (2) 情報サービス産業事業者に関わる支援 

  制度の調査及び会員への紹介。 

１．事業方針 

  イベント委員会は、委員会活動を通じて 

 当協会の存在を広く世間にアピールするこ 

 とを主な方針とする。 

 (1) １１年目を迎えるサウンズコンテストの 

  充実を図る。 

 (2) サウンズコンテストの開催に関し、マ 

  スコミやネットメディアなどへ広報を積 

  極的に行い、当協会の存在や会員企業の 

  知名度アップを図る。 

２．事業計画 

 サウンズコンテストの開催 

 (1) ITを利用して応募・集客に工夫する。 

   (2) 後援各社の報道により応募・集客を図る。 

１．事業方針 

 (1) 研修事業のあり方は協会会員企業の要 
  望、必要性を充分に反映していく。 

 (2) 平成１４年度協会活動方針に則り、開か 
  れた協会活動に寄与する委員会活動を推 

  進する。 
 (3) 他委員会との合議を積極的に進め、行 
  政との連携も視野に委員会活動の活性化 

  を図る。 
２．事業計画 

  事業計画の具体化には会員企業の意見を  
 反映し、二一ズの高い研修内容を企画する。 

 (1) 会員企業の技術者向けに、専門技術あ 
   るいは先端技術に関する講座等を企画する。 

 (2) 行政との充分な協力体制をもとに、地 

  域に開かれた研修活動を企画する。 
 (3) その他、会員の要望に応じた事業を企   

  画する。 

１．事業方針 
  協会活動方針に従い、下記に関する活動 
 を企画・実施し、情報社会への貢献を目指 
 す。 
 (1) 最新技術動向に関する知識の普及 
 (2) 情報処理に関する技術の向上 
２．事業計画 
 (1) 技術交流会の開催について 
   業界の最新技術動向について、産学官 
  の先進的な研究成果やノウハウを持つ講 
  師を招き、技術交流会を開催する。 
 (2) 技術研究会の開催について 
   会員が抱える共通の技術問題や課題に 
  ついてインターネットをキーワードとし 
  て、これからの情報技術や開発方法等の 
  研究と、成果発表を内容とする技術研究 
  会を開催する。 



【会 社】 

新日鉄ソリューションズ㈱ 

大分支社 

支社長 渡辺 俊治 

【略 歴】 

昭和２８年生(竹田市出身) 

新日鐵大分製鐵所、本社 

勤務を経て４月より現職。 

大分市小池原在住。 

趣味音楽。 

【ご挨拶】 

生まれ育った地で右肩上がりのＩＴ業界に加

えていただき、ファイトを燃やしていま

す。ワールドカップの余韻さめやらぬ中、

その勢いにもあやかって微力を尽くしま

す。 

【会 社】 

システムエイジ㈱ 

代表取締役 臼杵 敏雄 

【略 歴】 

昭和２０年生 

株式会社エスアールエー 

(ＳＲＡ)業務部長 

昭和６０年システムエイジ㈱設立、代表取締

役就任、 

現在に至る。 

【ご挨拶】 

技術革新の激しいＩＴ産業の中で当協会は実

に真摯な姿勢でいろいろな活動に取り組ん

できました。その活動に少しでもお役に立

つことができればと思います。 

 

３．ピグマリオン効果を踏まえた教育実践 

 期待の低い子供は中々いいことをしないの

で褒めるなどの教師からの働きかけが少ない

ということになります。こういう子供たちへ

の働きかけを行う方法として考えられたの

が、カウンセリングマインドに基づいた

「勇気づけ」の方法です。褒め言葉ではなく

「嬉しそうだね」とか「悲しそうだね」など

という言葉で働きかける方法です。 

 

４．職場のピグマリオン 

 これは職場の人間関係、上司と部下の関係

の中でもあると言えます。部下が仕事が出来

るようになるのは、上司がそういう期待を

持って支えてやっているからといえます。職

場においては部下から、上司への期待で上司

が伸びることもあります。 

 マイナスのものも含めた、あるいは自分へ

のなにげない「期待」が相互の態度や能力が

変わってしまうことがあります。皆さんもこ

のようなことを手がかりに職場の人間関係を

考えてみて下さい。 
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【会 社】 

三井造船システム技研㈱ 

大分事務所 

所長 阿南 光洋 

【略 歴】 

昭和３１年生。 

本社(幕張)勤務を経て、 

平成２年から大分勤務。 

平成１３年７月から現職。緒方町出身。 

【ご挨拶】 

当社は協会設立時から会員として技術委員

会に所属しており、私も前任者から引継い

で６年目に入りました。大分県においても 

ＩＴ推進の波は今後も加速して行き、協会の

役割も更に重要になると思います。気分を

新たに“気合と熱意”で頑張りたいと思い

ます。 

平成１４年度総会記念講演 
日時：平成１４年４月２４日 

場所：第２ソフィアプラザビル２階 

講師：大分大学教育福祉科学部 

    教授 古城 和敬 氏 

演題：職場の人間関係再考 

   －ピグマリオン効果が示唆するもの－ 

新理事紹介 新監事紹介 新監事紹介 

News ＯＩＳＡ 

 本題に入る前に社会心理学とは何かという

ことについてお話します。人はどんな条件の

時に、どんな行動をとるかという行動の因果

関係を実験や調査によって科学的に明らかに

する学問領域を社会心理学といいます。 

 

１．ピグマリオン効果とは 

 オーク・スクールでの実験を紹介します。 

 ある心理学者のグループが「子供の知能の

将来の伸びを予測するテストを開発したので

この学校で実施させて欲しい」と先生に申し

入れ、先生たちには全然関与させずに実施し

ました。 

 このテストは実は一般的な知能テストでは

実際には存在しません。数日後に採点した結

果だとして、各クラス４～５名、「将来伸び

が見込まれる生徒」のリストを先生たちに示 

しました。生徒の抽出は乱数表を使って無作為

に、テスト結果とは関係なく行いました。 

そして８ヶ月後、同じテストを実施しました。その結

果がお手元のグラフです。 

 明らかに、４～５人の無作為にリストされた

生徒はそうでない生徒より、テストの成績がよ

くなっています。特に低学年が顕著です。「こ

の子は伸びるに違いない」期待を持った生徒が

期待に沿った答えをすれば、無条件に誉め、間

違った場合は、何とかして正しい答えに導こう

と努力する。逆にリストされなくて期待をかけ

ていない生徒に対しては、あっさりしたそれな

りの対応しかしていないのでは、とも推測され

ます。この先生の対応の落差が積もり積もれ

ば、学業成績の大きな伸びの差になるのは、当

たり前の事とも言えます。このことは別の実験

で実際に裏付けられています。 

 このように、ピグマリオン効果とは「児童・

生徒の学業成績が教師の期待する方向で成就す

ること」をいいます。「教師期待効果」ともい

います。期待には「この子は伸びるはずがな

い』というようなマイナスの期待も含まれま

す。 

 

２．ピグマリオン効果の生起過程 

 整理しますと、生徒の注意力や自己学習能力

をキャッチし、「この子は」と期待を持ちま

す。(期待の形成)そして、その期待は教師の生

徒に対する態度(相槌の多さ、近づくなど)とな

り(期待の伝達)、それによって児童・生徒は教

師から期待されていることを感じ取り、期待に

応えようという行動(やる気)が起こります。

(期待認知→動機付けの変化)これが学業成績に

反映されてくるということです。 

 



４ 

ゴードービジネスマシン㈱ 

ＩＴ事業部 

笹原 大介 
趣味：仕事が趣味(だそう)です 

好きな言葉：有言実行 
 当社の若手営業マンの中でも

元気の良さは人一倍の「ダイスケ」君です。 

 オフィスに必要な事なら、コピー機からパ

ソコン、ＬＡＮ、システム開発、電話機、什器

備品まで何でも揃う、ワン・ストップサービ

スが当社の売り物ですが、「ダイスケ」君

は、それこそ売れるものは何でも来い、のバ

イタリティで毎日走り回っています。 

 最近当社で開発した「ホテル・フロントシ

ステム」が売れ筋と見るや、自分からシステ

ム機能の追加案を出すなど、新しい技術へも

積極的に取り組んでいます。 

 願わくば、そんな「ダイスケ」君に早く良

き人生のパートナーが現れることを社員一同

で願っています。 

    （紹介者 ＩＴ事業部 森崎部長） 

講演会「地域中小企業の進むべき方向」開催講演会「地域中小企業の進むべき方向」開催  
前ＯＩＳＡ副会長 大場 善次郎 氏 東京大学教授就任記念 

日時：平成１４年３月２７日（水）１５：００～１７：００ 場所：第二ソフィアプラザビル二階 ソフィアホール 

講演の概要         
１．情報産業の動向 

２．情報システムの動向 

 (1) 企業システムの変遷 

 (2) 製造業とシステム 

３．将来の情報システム 

 (1) 企業動向とシステム 

 (2) 情報システム構築にあたって 

 (3) 情報システムのあり方 

４．事例 

 (1) 学校事務システム 

 (2) ギフトシステム 

 (3) 水浄化装置 

 (4) 宝くじオークション 

５．ＳＥに求められる技術 

    フレッシュさん紹介  今後ともよろしくお願いいたします。 
☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

★                  ☆ 

☆                  ★ 

★                  ☆ 

☆                  ★ 

★                  ☆                                  

☆                  ★ 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

      トピックス！トピックス！  
ＯＩＳＡ Ｎｅｗｓバックナンバー 

をＯＩＳＡホームページに掲載！ 

一度ご覧ください。 

http://www.oec-net.or.jp/^oisa/ 

ＯＩＳＡ Ｎｅｗｓ 
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ＯＩＳＡ News 

講演中の大場氏 

 近年の経済環境の急激な変化のなかにあっ

て，地域中小企業が自立的に発展していくた

めの方策や期待される役割等について探るた

めに，(財)大分県産業創造機構，大分県工業

団体連合会と当協会の共催で，標記の講演会

を開催しました。 

 大場氏は，東京大学工学部電気工学科を卒

業後，富士製鉄㈱広畑製鉄所，新日本製鐵㈱

大分製鉄所，名古屋製鉄所を経て，平成６年

新日鉄情報通信システム㈱大分支社長，平成

９年新日鉄情報通信システム大分㈱代表取締

役社長兼務，平成１１年新日鉄情報通信システ

ム㈱（現 新日鉄ソリューションズ㈱）取締役

大分支社長を歴任され，常に新しいことに挑

戦されてきました。 

 講演会には，県内各企業から１００人以上が 

秋月大分県産業創造機構副理事長挨拶 

参加しました。講演には別表のタイトルが含

まれていましたが，実例や経験談を豊富に交

えた説得力のあるお話しで，全員が熱心に耳

を傾けました。 

 新聞やテレビ等でも報じられましたように

講師の大場善次郎氏は，４月から東京大学工

学部教授に転身されました。同大学は，工学

教育の改革プロジェクトを立ち上げて専門に

担当する教授を広く公募しました。３９人が応

募するという狭き門のなか，大場氏ともう１

名が選ばれました。プロジェクトの期限は５

年間で，最初は現状の数科目の構造化と情報

技術ツールの開発に着手するそうですが，最

終的にはコンピュータ内で視覚化された工学

知のモデルを完成させるそうです。 

 講演に先立ち，(財)大分県産業創造機構副

理事長，大分県工業団体連合会会長の秋月睦

男氏の挨拶がありました。講師の紹介ととも

に，大場氏の永年にわたる大分への貢献に対

するねぎらいの言葉，大分発の東京大学改革

への期待，等が述べられました。 

 講演が終わると，当協会の郷司潔会長の挨

拶がありました。当協会の副会長でもあった

大場氏のこれまでの功績を称え，今後のご活

躍を祈念する，とのことでした。 

 その後，場所を変え，有志による懇親会を

行いました。 

㈱オーガス 
ソリューションビジネス部 

姫野 美希 
趣味：映画鑑賞、カラオケ 

好きな言葉：希望 
 私は、専門学校卒業後、今年の４月に株式

会社オーガスに入社いたしました。 

 入社当初は、初めて社会に出て、学生と社

会人の違いに戸惑いました。しかし、優しい

先輩社員の方々のアドバイスなどにより職場

環境や仕事にもしだいに慣れていきました。 

 今ではつまずきながらもなんとか仕事をさせ

てもらっています。仕事内容のほうは、県内

の小中学校に入っているコンピュータ機器の

メンテナンスをしています。 

 これからも、日々精進していき、手際よく

仕事をこなせるように頑張っていきたいと思

います。 


